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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

歯科口腔外科医長

　小
こ

池
いけ

　尚
たか

史
し

　（９月１日付採用）
【資格】日本口腔外科学会専門医、歯科医師臨床研修指導医
�
　2010年に福岡より島根に参りました。島根大学歯科口腔

外科に入局後、歯科口腔外科と救命救急センター、福井大学麻酔科蘇生科、浜
田医療センターにて研鑽を積んで参りました。
　当院歯科口腔外科では地域の医療機関および院内他科からご紹介いただいた
口腔外科疾患、手術前後の時期（周術期）における口腔ケア、放射線治療や抗が
ん剤治療を受ける患者さんの口腔ケアを中心に診療を行っております。
　なお、一般的な歯科治療（虫歯や歯槽膿漏や義歯の治療など）は、かかりつけ
歯科医院での治療をお願いしております。
　雲南地区の皆様に、口腔外科と口腔ケアを通じて、少しでも良い医療が提供で
きるよう努力する所存です。

掛合診療所　歯科口腔外科

　高
たか

橋
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たけ

史
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（８月31日付退職）

外    科

　成
なり

田
た

　公
きみ

昌
まさ

整形外科

　佐
さ

藤
とう

　匡
まさ

哉
や

（９月30日付退職）

　

９
月
18
日
、
加
茂
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
２
回
糖
尿
病
教
室

を
加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
雲

南
市
と
の
共
催
で
行
い
、
42
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
当

院
内
科　
服は
っ
部と
り
修し
ゅ
う

三ぞ
う
医
師
が
「
糖

尿
病
と
生
活
習
慣
病
」
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
と

動
脈
硬
化
症
の
繋
が
り
に
つ
い
て

の
話
を
し
、「
一
無
（
禁
煙
）　
二

少
（
少
酒　

少
食
）　

三
多
（
多

動　

多
休　

多
接
）」
と
い
う
生

活
習
慣
病
克
服
の
極
意
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
当
院　

新に
っ
田た

多た

智ち

子こ

管
理
栄
養
士
が
、
朝

食
を
含
め
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
最
後
に
当
院　
稲い
な
田た

奈な

津つ

実み

理
学
療
法
士
が
運
動
の
種
類

や
効
果
な
ど
を
話
し
、
椅
子
を

使
っ
て
気
軽
に
で
き
る
運
動
を
み

ん
な
で
実
践
し
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
予
防
・
治
療
の
基
本
は

“
食
事
と
運
動
”
で
す
。
話
を
聞

か
れ
た
参
加
者
か
ら
「
話
が
具
体

的
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
今
後

の
生
活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

＜今後の糖尿病教室の予定＞
◎第３回　12月19日（木）　14時～16時
　　　　　　場所：雲南市役所　２階会議室
　　「糖尿病予防」　三

み

宅
やけ

仁
ひと

美
み

医師
　　　検査技師、歯科衛生士の話もあります。

◎第４回　３月５日（木）　14時～16時
　　　　　　場所：雲南市立病院　４階大会議室
　　「骨粗鬆症」　　伊

だ

達
て

宏
ひろ

和
かず

医師
　　　理学療法士、薬剤師の話もあります。

地域ケア科医員

　竹
たけ

内
うち

　秀
ひで

維
ゆき

　（10月１日付採用）
�
　鳥取県米子市出身です。システムエンジニアをしていましたが、青年海外
協力隊でアフリカのマラウイ共和国に行ったことがきっかけで、医師をめざ

しました。2017年、鳥取大学医学部を卒業し、卒後臨床研修（小児科系プログラム）を修了し
ました。その後、総合診療専門医をめざし松江生協病院に勤務。10月から雲南市立病院地域
ケア科に所属となりました。雲南のみなさんの健康のために頑張ります。よろしくお願いします。

糖
尿
病
教
室

服部医師 新田管理栄養士 稲田理学療法士

新任医師
紹介

退任医師
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　９月24日、木次こども園の職員の方を対象に研修会を開催しました。
　乳幼児期の心身の発達における大切なことを学びたいというご要望にお応えし、小
児神経専門医である瀬

せ
島
じま
斉
ひとし
副院長が専門的な見地から話をさせていただきました。

　
９
月
25
日
、
研
修
医
２
人

が
久
野
地
区
の
三
島
さ
ん
宅

に
て
、
農
業
体
験
活
動
を
通

し
地
域
の
方
と
交
流
し
ま
し

た
。
稲
刈
り
の
時
期
で
大
変

お
忙
し
い
な
か
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
収
穫
作
業
を
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
気
温
が
高
く
長
時
間
立
っ

て
の
作
業
に
「
ト
マ
ト
が
店

頭
に
並
ぶ
ま
で
に
多
く
の
時

間
と
労
力
が
か
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ま
で

何
気
な
く
食
べ
て
い
る
こ
と

に
も
っ
と
感
謝
し
な
が
ら
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
」、

「
す
こ
し
離
れ
た
山
奥
の
雪

深
い
と
こ
ろ
で
、
た
く
さ
ん

の
人
が
豊
か
な
暮
ら
し
を
営

み
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

　「くらし体験」は雲南市大東町久野地区のご協力をいただいて、2014 年から行ってい
ます。農作業体験や地域作り活動に参加させていただき、地域の現状や文化・歴史などの
特徴、生活様式や大切にしている思いなどを学ばせていただいています。
　“地域医療に従事したい！病気だけではなく、暮らしもみることのできる医師になりた
い！でも、何から始めたらいいの？”そんなはじめの一歩を応援するための医師研修プロ
グラムとして行っています。

や
す
く
な
っ
た
。
患
者
さ
ん
の
生
活
に

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
で
き
る
医
師
に

な
り
た
い
」、「
病
院
に
お
ら
れ
る
患
者

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
健
康
活
動

や
疾
患
の
予
防
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
」
と
医
療
者
と
し
て
の
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

る
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
私
た
ち
医
療
者
も
た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
た
」
と
、
研
修
医
は
話
し

ま
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
２
人
は
、「
患
者
さ

ん
の
暮
ら
し
の
雰
囲
気
が
思
い
浮
か
び

　小児の発育、小児・思春期の疾患、
発達（運動発達・社会性の発達・こ
ころの発達）を通して、発達症（発
達障がい）や学習症（学習障がい）
までを、具体的事例も交えながら説
明しました。
　「こころの育ち」の中で自我の形
成が大切であること、その過程で保
育士がどのように関わるかなど、日
頃の業務に生かしていただけたら、
と思います。 

暮
ら
し
を
診
る
医
師
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
く
ら
し
体
験
」

こどもの研修会

左から、研修医２人、お世話になった
久野地区の三島さん、植田さん

トマトの収穫の様子

研修会の様子

瀬島副院長


